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宝塔山古墳石室調査概報
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文化財保存整備事 業に伴 う 学術調査
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.; 昭和 42年度文化財保存修理補助金事業に係る宝塔山古墳石垣修理を実施す

るととにな•り、事業費 5 0万円（国 25万円、県 7万 5千円、市 17万 5千円）

をもつて、昭和 43年 2月から 1か月間にわたり、修理と調査を行なつたわけ

であるo 、.

宝塔山古墳は横穴式石室を有し、裁石、切組積みの複室で、羨適、 ．前室、主

室にわかれ主室には精巧な家型石棺が安置されているo・この脚部の格狭間の手 ・

法は仏教文化への過渡期にあることを示し、学術的陀も貴重な・文化財である。

保存修理尻溢り設計を市都市計画課公圏係に依頼し、石垣修理は立見建設に

請負わせたo特た石室の調査は普通の工事とことなり学術的、 ‘専門的 な技術を

必要とするので、群馬大学教育学部史学研究室に委託しだと，，ころ心よく受託し

てーくださり、 5月 4日から 1疇 0日間にわたり、調究を実施していだだ ぷたわけ

である。

• この調査により、今まで埋められていた石室の入口、前庭部の構造が明らか

忙されたことと、今まで何人も気づかなかった石室入口天井石が落下していた

．のを発見されたこと等、多大の成果を得ることがで含た。

石垣修理については四方のうち、•西、南が市酒に面し、前々から崩れ、はら．

み危険な状態にあり、古墳保存の上から、永久的に積みかえを行なつたもので

ある。

修理工事、石室調究によ h一層保存た努力する必要を感じ得たわけである。

本年度の事業では、さだ前庭部、入口の天井石等の復原など整備に万全を期

したい0 -~- ＇ヽ，,'ゃ,."'c •Jふ:

本調査た当り、群馬大学教育学部尾崎先生、石川正之助先生ばじめご協力v:.. 
ただいた先生方、学生諸君に厚くお礼申しあげる次オであ る`0. . 

なお、石垣修理、石室除土に力添えいただいた立見建設の方々たも敬意を表

したい。

この調査概報が 本古墳の歴史的、学術的価値を一段と重要たらしめたこと、

本石室の構造が一層研究上洒用されることを期待いたしお礼のことばといたし

たい。

昭和 43年 3月

前橋市教育委員会

教育長 関 佐団
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上越線群馬総社駅下車南方約 -~Km,· 前橋市総社町総社字屋敷南 16 0 6番地総社小学校の

西に位置しているo・・上毛古墳綜覧オ 10号墳であるo 乎地に造られた 54m, 高さ 11 m・の壮大・

な方墳で、• この種の型は本県ではめずらしいo後期古墳で奈良時代初期のものである。

中腹部に横穴式石室が南に開口し、石室は切石切組積の複室で羨道、前室、玄室にわかれ，そ

の精巧さは本県随一＂全国でもまれなものである o 榔壁には三和土をほどこしたらしく、今なお

わら、．， および布で押しつけた跡があるo_前室長さ 3.Bm、幅 1.9 s m、高さ 1.8 2加玄室は長

雫さ約 3.o 2m、高さ約 2.6m、幅約 3.Omできわめて整美であるo

玄室の中央に長軸に対して直角に精巧な家型石棺がありヽ底部に実にすばらしい格狭間の形が

・くりぬかれ、

古墳築造に当り、仏教文化の影響が、逆に古墳文化に及んでいるという、過渡的なものとして

貨重であるo副葬品については不明である。 •• -

この古墳の南方約 5o omの地陀白鳳時代の山王廃寺心碗、根巻石おょひ鵡尾が保存されてい

るが、これらの石の刻みは本古墳の石室、・石棺に類似しており、併行に築造されたとみられるo

,';. と陀かく宝塔山古墳は、 ．古墳文化末期をかざり、仏教文化的色彩を多分l!Cふくんだ過渡的な遺 ‘

産とし・て璽要な史跡である。．．
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.. -.. 昭和42年度宝塔山古墳環境整備事業に伴う学術調査

石 ．川正
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＇ 昭和 43年 2月 1日付、前教社発牙 57号によつて前揺市教育委員会から委託された「宝塔山

古墳石室調査」を、 ．群馬大学教育学部史学尾崎研究室において、昭和 43年3月 4日から 12日

まで、• •更に同 1 6 日~1 0日間に渉つて実施したo

.•.. 調査は、群馬大学教授尾崎喜左雄の指導下、同研究室学生4年生 4名が主としてこれに当加

同研究室学生・卒業生 8名が随時これを援助したo 調査参加者は下記の通 hであるo群馬大学教

育学部 4年生植竹仁、，J、山政子、中村富夫、松本正代、

勢灸揺宮城村立宮城中学校教諭松本浩一、群馬大学教育学部聴講生石川正

之助＂勢多郡粕川村立粕川中学校教諭根岸照子、前椎市立総社小学校教諭襟田紀雄、前椋市立城＇

清水和夫、同卒業生

II 

吉田雅美、同 3年生志村秀子、

南小学校教諭松元れい子

更に調査期間前半において、立見建設作業員延 11名の助力を得たo パ

: .. ( 

，作業は、

牙 1に埋没していた石室入口部分も床面を認定しっ屈開し、

ことo

;17 3に、

・オ 4に、 石室ならびにその付帯施設の実測図の作成をおこなうことo

以上 4点を目標に調査を実施したo

，. ず＆

. -,~ ． ＇ 
; . -. ． 

｀ 
....... -.. ., .,. ' 、 a・

.9
 -．．

 

’・
"4fi I 、' ....

．一2 

t

b

.

 

l

.
 

1
 

．
 

．
、

．．
＇ 

9
・
 

r
 ー

・．．
 
ー・

•-J 
9
 

.

.
 `

 

.,
 

.^
f
• t

 

ヽ
＇ 

• ~ ． 

｀ 
. ． 

, ,',.-・r ． ., 
．｀が，、：

之 助

同 2年生

石室入口部分の原状を確認する

, "'、.,_a,

牙2応石室入口前に付設を予想される前庭の存否を発堀によつて確定すること0 ,_ ,・ •, , • • 

これらに付帯して、これが構造・構築に関すみ資料を出来得るかぎり得ることo

オ 1点に関しては、礫敷きの床面下構造を室入口玄門状構造前で確認し、このレペルで前方へ

堀開を続け、農道入口部分に達したo しかしながら羨門部分は入口天井石牙 1石の崩落ととも

に崩壊した模相で、地形の礫の堆積状態、後込砂礫の状況、前庭両側袖賠石組の配列状熊から、；

その位置を推測せざる．を得なかつたが、現存すゑ左右壁体根石の前面に更に散石1石を加えた規1

模であったものと推定されるo 推定されたこの石室先端と現存する天井石前面の巨維は、今回の

環境整備事業に当つて、立見建設の発見した、造出しある天井石最先端と推定される石材下面の

巾とIiぽ合致する。さた、後世石室入口部分を閉塞するだめに組みあげられたと推定される石材

は、その規格•手法からして、この部分両壁体に使用せられていたものと推定される。

牙2点に関しては、推定される羨門部右側で検出した袖壁石組を、更に右側へ掘開することに

... "ょって右袖角を確定した0 .この位置比羨門部中央から約 4m50に当つているo 更にこの部分か

かち右に折れてトレンチ状に堀開を続け、前方 1m80までその残存する根石を確認したo しか

しながら、それから前は近世の墓地造成によつて堀削されている模相である0'iた、左側でも右

同様、石室中軸線かム約 4m5 Oの位置で軸角を確定し、更に前方3m70においてその先端を

ー・3- • ·• • • し'
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確認U恥 o即ち＇転宕に削石をま ‘ 
-. 

じえた石組に囲まれた、礫敷きの、.~ ~-、 上底（羨門部両側）約9叫 ；：高さ．（奥行） ：`：・3m70前後の開きの極めて少ない台形のスペースなることが判明したo しか
しながら、 ．叙上の如くこの石室は羨門部を欠き

-・ ,;_., .. ．ヽ→ -ヽ殊に左袖壁は羨道左壁面から 2m近くも失なわ
．―- れており、` 直接石室と結ばれてはいないが≫

•; ~~ ① 軸線を某準とした石室の全体構成と、このスベースの位置・方位はよ ．＜合致し矛盾しない。-.~:~ R 揺していた左右両角{!(おけるこの床面は、 u床面とIiぽレペルを一にしている。'.
・③ 左袖壁石組とヽ羨道部壁体後込被覆構造との間に構造的連関が認められる。． ・0 .. 

4 かかる形態のプランは、この時期の前庭プラン一般と合わせて考えた場合矛盾しない•. . "'.R 左右両袖壁の石組の組み方は、古墳査石の組み方一般と共通していて矛盾・しない。. . 
④ 

ある。

このプラン各部分の計測値は、石室企画において使用ざれたと推定される唐尺完尺値近似で

以上の 6点から、石室構築当時付設の前庭と一応推測されるo但し、，.'. 少なくとも 1回の補修を・経たものと予想されるo また、た遠を開口後の攪乱・は著しくヽ崩落している天井石下面は、．叙上の
羨道床面紅びに前庭床面から 3Dem程度下陀位隊しているo 、

牙3点に関しては、前庭左軸壁調査に当つて、後込被覆嘴造の施設状態を確認しヽ羨遊入口部
分においてすら側壁面から 2 ·mにも及ぷ後込がなされていることが明ムかたなつた0~た、前室入 ＾ ・・ サ
口玄門状栴造直前陀おいて、床而下5Dem"! でピットを試みた結果、礫、石材削屑、転石によ

る各々層をなす地形を確認したo

"717 4点に関しては、石室、

写真撮影を行なつたo

これはこのレペル妬止さるものではない。

叙上の諸事実を記録陀止め、更に
前庭を合わせて実測図を完成し、

，
 

前庭部の状況と落下していた天井石m 
今次の調査たよつて下の諸点が明らかとなつたo

'• 5. 

石室規模の全貌が明らかとなり、その企画はななむね唐尺 40尺と推定される。 ．
他諸古墳vc比して、きーわめて規模の大きな前庭の付設が明ムかになつたo
極めてすぐれた石工技術、士木枝術陀よつて強固な構造を造り歩-・ げている。
玄室に安置されている石棺前面iてあけられている八角形の穴の蓋石が検出され，この穴はお

名‘むね当初からの造作と考え＇てあやまりない。 ・,,. こ ;、<~、 翌＇震'

前室入口玄門状構造根石下に狭さつ . ~- 'ふ ヽ ,,...... ・, 
て、唐鈷宋銭 5枚が重なつて検出され、＇その関d時期

は中世に遡るものではないかと推測される。 ) ., . . 
．， ・｀... ,・., .. .、 ・ ・一←
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宝塔山古墳全景（南面より）
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前庭部（東側）の状態
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石室巾室より羨道をのぞむ（開さく状況）

開さく前の伏況

前庭部（西側）の状態
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